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1．はじめに 

2011 年東日本大震災の津波来襲時において，主に平野部において高速道路が住民の「津波避難場所」になっ

たという事例がいくつかある 1）2）3）．例えば，東日本大震災が発生した際の仙台市若林区では，約 230 人が仙

台東部道路に避難した 3）．周辺は 3m ほどの津波高さであったのに対して，高速道路の高さは 7～10m と後者

は前者の高さを上回り，避難した人は津波から逃れることができた．これを受けて，主に海沿いの高速道路の

のり面などを津波避難場所として整備する動きが全国的に広がった．2019 年 1 月時点の著者調べでは，宮城

県のほか，青森県（おいらせ町）4）．静岡県（静岡市，焼津市）5），三重県（紀北町，尾鷲市，熊野市）6），和

歌山県（由良町，みなべ町，田辺市，白浜町，すさみ町，串本町，那智勝浦町）7），徳島県（徳島市）8），（香

南市，須崎市）9），宮崎県（西都市，高鍋町）10）等，主に太平洋側で整備が進んでいる．高速道路は，他の道

路と交差しないよう高所につくられている例が多く「高台」となっているために，津波から避難するためうえ

で重要な構造物になり得ている．以上のような整備が進んだ背景には，東日本大震災の事例を受けて，各自治

体が，国や道路会社に，高速道路を避難場所として利用できるように要請が多くなされたこと，自治体が新た

に津波避難施設を建設するよりもコストが圧倒的に低いこと，な

どがある 3）．  

 本発表では，2011 年東日本大震災の発生後に設置された，津波

緊急避難施設としての高速道路法面における津波避難階段につい

て，その設置状況，活用実態，地域ニーズについて報告する．  

 

2．宮城県沿岸部における高速道路の津波避難階段の設置状況 

図 1 に高速道路の津波避難階段の例を，図 2 に宮城県沿岸部に

設置されている高速道路の津波避難階段の地理的分布を示した．

三陸自動車道では，石巻市に 3 箇所，東松島市に 5 箇所，仙台東

部道路（仙台東 IC～亘理 IC）では，仙台市に 5 箇所，名取市に 3

箇所，岩沼市に 3 箇所，常磐自動車道（亘理 IC～山元 IC）では亘

理町に 2 箇所の津波避難階段が設置されている．常磐自動車道の

2 箇所はいずれも下り線に，仙台市と名取市のそれぞれ 1 箇所ずつ

は，上り線・下り線とも設置されている箇所がある．図 2 には，東

日本大震災における津波で浸水したエリアも示している．多くの

津波避難階段が，当時浸水した実績のある場所に設置されており，

同クラスの津波が来襲した場合に，垂直避難において一定の効果

を持つことが分かる．  
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図 1 高速道路の津波避難階段 
（仙台 3（フェンス型）と 

亘理 2（はしご型）の設置例） 
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3．東日本大震災発生以後の活用実態 

 2016 年 11 月 26 日に福島県沖地震・津波が発生し，

宮城県内では津波警報が発表ならびに，県内市町におい

て避難指示が発令される事態となった．高速道路の津波

避難階段設置後に，はじめて数 m の津波を観測した．

著者らは，県内でもいち早く避難指示を発令し，多くの

住民避難があった亘理町の関係者に聞き取り調査を行

った．その結果，JR 常磐線・浜吉田駅の利用客が，そこ

から最も近い津波避難階段（図 2 中では最も南側にある

階段）を利用していた事例を確認した． 

 次に，2018 年 6 月 10 日に亘理町で実施された総合防

災訓練において，前述の津波避難階段の近傍である浜吉

田エリアを対象にした質問紙調査を実施した．同エリア

は，浜吉田北，浜吉田西，浜吉田東という 3 つの行政区

からなる地域である．全世帯悉皆調査を実施し，1,045 名

の住民から回答票を得た．「高速道路の津波避難階段の

利用の有無」について問うたところ，「ある」19 名（2.1％），

「ない」876 名（97.9％）であった．多くはないものの，

住民の利用実績があることが確認された．同地区は，周

辺に高台・ビル等がないために，車避難を前提とするエ

リアであるが 11），車で避難することのできない人にとっ

て重要な避難施設となっていることが分かった． 

 

4．高速道路の津波避難階段に対する地域ニーズの実態 

前述の質問紙において「高速道路の津波避難階段に

期待すること」を自由回答形式で問うた．得られた回

答について内容分析を行った結果を表 1 に示した．「登

りやすくしてほしい」「緊急時には利用したいと思って

いる」「使い方を教えてほしい」 など，周辺住民の高

いニーズを確認することができた． 
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によるものである．  
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図 2 宮城県沿岸における 
高速道路の津波避難階段の設置位置 

表 1 高速道路の津波避難階段に対する期待 
（自由回答の内容分析結果） 

要望⾃由記述 件数
登りやすくしてほしい・スロープを設置してほしい 19
緊急時には利⽤したいと思っている 16
解錠⽅法が分からない 8
「使い⽅」を教えてほしい（訓練を実施してほしい） 5
内陸側にも階段が欲しい 5
数を増やしてほしい 4
利⽤しやすいようにしてもらいたい 4
このような階段があることを知らなかった 3
トイレを設置してほしい 3
どれぐらいのスペースがあるのか不安 3
もっと⽬⽴つようにしてほしい 3
⾬⾵対策をしてほしい 3
若⼲の備蓄がほしい 3
階段の場所が分かる地図が欲しい（どこにあるか分からない） 2
⼦どもでも使えるようにしてほしい（学童避難） 2
通信設備を設置してほしい 2
その他 15
未記⼊ 947
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